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開　 催　 日 　　 時　 間 事  　　　業  　　　名 場　　　所委員会名

事　業　予　定

2025年 2月14日～4月16日
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詳しくはホームページ（https://www.toyama-keikyo.jp/）
「講座・セミナー案内」をご覧ください。 ＝オンライン併用開催ＯＬ

ＯＬ

ＯＬ

ＯＬ

 ２　2025年春季労使交渉にあたり
　　　　経営側の基本スタンス
 ４　連合の方針への見解
 ５　調査報告
　　　　2024年冬季賞与・一時金支給状況〈最終集計〉
 ６　Top Interview
　　　　日本空調北陸　西川博志社長
 ８　人事労務管理INFORMATION
10　事業活動報告
11　委員会活動
11　講座・セミナー
12　参加者NOTES
13　会員の動き
15　労働指標
16　おしらせ・事業予定

2月20日（木）

2月25日（火）

2月28日（金）

2月28日（金）

3月  7日（金）

3月  7日（金）

3月  7日（金）

2月14日（金）

2月18日（火）・19日（水）

2月21日（金）

2月27日（木）

3月 4日（火）・ 5日（水）

3月11日（火）

3月12日（水）

3月13日（木）

4月  3日（木）

4月10日（木）

4月15日（火）・16日（水）

14:00～16:30

14:00～17:00

11:00～13:20

16:45～17:30

15:00～16:10

16:30～19:10

17:35～17:45

13:30～15:30

 9:30～16:30

 9:00～17:30

13:30～16:00

 9:30～16:30

 9:30～16:30

 9:30～16:30

13:30～16:30

 9:30～16:40

 9:00～17:00

 9:30～16:30

品質管理委員会「定例委員会・勉強会」

人事･労務政策委員会「講演会・定例委員会」

教育委員会「企業見学会・定例委員会」

経営企画・ＩＴ委員会「定例委員会」

連合富山役員と富山経協役員との懇談会

幹事会

理事会

中小企業向け「ＢＣＰ研修」

職場リーダー実践コース

現場の技術・技能伝承支援研修

企業（組織）における情報セキュリティセミナー

ISO9001内部監査員養成講座

若手社員ステップアップコース＜Ａ日程＞

若手社員ステップアップコース＜Ｂ日程＞

改善セミナー（応用編）

新入社員合同研修　　　上記「おしらせ」参照

品質管理入門講座＜基礎編＞

営業力強化研修

品質管理

人事･労務政策

教　　育

経営企画･IT

環　　境

教　　育

品質管理

経営企画･IT

品質管理

教　　育

教　　育

教　　育

教　　育

品質管理

教　　育

富山経協・研修室

富山経協・研修室

土肥邸母屋

富山経協・研修室

富山電気ビル

富山電気ビル

富山電気ビル

オンライン開催 　 

富山経協・研修室

タワー111ビル スカイホール

富山経協・研修室 　 

富山経協・研修室

富山経協・研修室

富山経協・研修室

富山経協・研修室 　 

タワー111ビル スカイホール

富山経協・研修室

富山経協・研修室

（公財）日本生産性本部
　　　  主席経営コンサルタント
  ㈱コトノハ  代表
  島崎社会保険労務士事務所 所長
  金融広報アドバイザー
（一社）富山県経営者協会 副会長
　   　　　　   　  コーセル㈱ 相談役

林　　正和 氏

廣川奈美子 氏
島崎裕美子 氏
漆間　明子 氏

新入社員合同研修

おしらせおしらせ

場　所 ： タワー１11ビル ３階 スカイホール
　 　　　富山市牛島新町5-5　TEL（076）431-5698

対　象：新入社員（第２新卒社員含む）
受講料：会員 8,800円（税込）／会員外 17,600円（税込）

定　員：150名（先着順） 

講　師：

４月 3日（木） 

(昼食代、テキスト代を含む)

9:30～16:40

谷川　正人 氏

「社会人としての基本」と「企業人としての心構え」を学びます

日 時：



富山経協：2024年2月号2 富山経協：2024年2月号 3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　物価上昇や人材確保への対応を契機として劇的に変わったここ２年間の賃金引き上げの
力強いモメンタムを「定着」させ、「分厚い中間層」の形成と「構造的な賃金引き上げ」
の実現に貢献することが、経団連・企業の社会的責務です。
　各企業には、賃金引き上げと総合的な処遇改善を「人への投資」として明確に位置付け
た「賃金・処遇決定の大原則」にのっとった積極的な検討と実行を求めていきます。具体
的には、月例賃金や初任給、諸手当、賞与・一時金（ボーナス）など多様な方法・選択肢
から、自社にとって適切な賃金引き上げ方法を見いだし、実行することが必要です。この
うち、月例賃金の引き上げでは、働き手の実質的な生活水準の維持と企業における人材の
確保・定着の観点から、「賃金・処遇決定の大原則」に基づき、制度昇給（定期昇給等）
の実施はもとより、ベースアップを念頭に置いた検討が望まれます。
　働き手の約７割を雇用する中小企業と、雇用者数全体の４割近くを占める有期雇用等労
働者の賃金引き上げ・処遇改善の重要性が一層高まっています。中小企業における構造的
な賃金引き上げの実現には、中小企業自体の生産性の改善・向上に加え、サプライチェーン

全体を通じた労務費を含む適正な価格転嫁の着実な推進、中小企業間や一般消費者向けの
取引における価格アップに対する理解と共感を社会的規範としていく必要があります。
　「総合的な処遇改善」と人材育成については、「働きがい」と「働きやすさ」などに加
え、「働く場所」と「担当する職務の範囲」などさまざまな観点から効果的な施策を検
討・実施する必要があります。
　企業にとって働き手・労働組合は、自社のさまざまな課題を共有し、その克服に向けて
共に取り組んでいく「経営のパートナー」であり、かつ重要なステークホルダーでありま
す。「人への投資」を実行・加速し、「構造的な賃金引き上げ」と「デフレからの完全脱
却」を実現して、わが国社会の明るい未来を協創する「未来協創型」労使関係の構築・確
立が重要であります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　  例年の「労使交渉セミナ－」は、昨年同様、オンデマンド配信にて実施します。

「 　　　   経営労働政策特別委員会報告 」

富山経協 会員限定

配信期間：２月５日（水）～４月25日（金）
対 象 者：経営者、人事労務担当役員・部門長・担当者
視聴方法：富山経協ホームページの「会員専用ページ」から、その他のお知らせを
　　　　　ご覧ください。　URL  https://www.toyama-keikyo.jp/

日本経団連

講　　師：（一社）日本経済団体連合会　　専務理事　藤原 清明 氏

～ 2025年度労使交渉・協議に臨む 経営側の基本姿勢を解説 ～
2025年版

2023年  春季労使交渉・協議2025年  春季労使交渉・協議

　出典：（一社）日本経済団体連合会「週刊経団連タイムス」第3668号（編集：富山経協）

「付加価値最大化」と「人への投資」の好循環の加速
―「賃金・処遇決定の大原則」の徹底 ―

説明動画 配信中

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・経営側の基本スタンス
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　物価上昇や人材確保への対応を契機として劇的に変わったここ２年間の賃金引き上げの
力強いモメンタムを「定着」させ、「分厚い中間層」の形成と「構造的な賃金引き上げ」
の実現に貢献することが、経団連・企業の社会的責務です。
　各企業には、賃金引き上げと総合的な処遇改善を「人への投資」として明確に位置付け
た「賃金・処遇決定の大原則」にのっとった積極的な検討と実行を求めていきます。具体
的には、月例賃金や初任給、諸手当、賞与・一時金（ボーナス）など多様な方法・選択肢
から、自社にとって適切な賃金引き上げ方法を見いだし、実行することが必要です。この
うち、月例賃金の引き上げでは、働き手の実質的な生活水準の維持と企業における人材の
確保・定着の観点から、「賃金・処遇決定の大原則」に基づき、制度昇給（定期昇給等）
の実施はもとより、ベースアップを念頭に置いた検討が望まれます。
　働き手の約７割を雇用する中小企業と、雇用者数全体の４割近くを占める有期雇用等労
働者の賃金引き上げ・処遇改善の重要性が一層高まっています。中小企業における構造的
な賃金引き上げの実現には、中小企業自体の生産性の改善・向上に加え、サプライチェーン

全体を通じた労務費を含む適正な価格転嫁の着実な推進、中小企業間や一般消費者向けの
取引における価格アップに対する理解と共感を社会的規範としていく必要があります。
　「総合的な処遇改善」と人材育成については、「働きがい」と「働きやすさ」などに加
え、「働く場所」と「担当する職務の範囲」などさまざまな観点から効果的な施策を検
討・実施する必要があります。
　企業にとって働き手・労働組合は、自社のさまざまな課題を共有し、その克服に向けて
共に取り組んでいく「経営のパートナー」であり、かつ重要なステークホルダーでありま
す。「人への投資」を実行・加速し、「構造的な賃金引き上げ」と「デフレからの完全脱
却」を実現して、わが国社会の明るい未来を協創する「未来協創型」労使関係の構築・確
立が重要であります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　　　  例年の「労使交渉セミナ－」は、昨年同様、オンデマンド配信にて実施します。

「 　　　   経営労働政策特別委員会報告 」

富山経協 会員限定

配信期間：２月５日（水）～４月25日（金）
対 象 者：経営者、人事労務担当役員・部門長・担当者
視聴方法：富山経協ホームページの「会員専用ページ」から、その他のお知らせを
　　　　　ご覧ください。　URL  https://www.toyama-keikyo.jp/

日本経団連

講　　師：（一社）日本経済団体連合会　　専務理事　藤原 清明 氏

～ 2025年度労使交渉・協議に臨む 経営側の基本姿勢を解説 ～
2025年版

2023年  春季労使交渉・協議2025年  春季労使交渉・協議

　出典：（一社）日本経済団体連合会「週刊経団連タイムス」第3668号（編集：富山経協）

「付加価値最大化」と「人への投資」の好循環の加速
―「賃金・処遇決定の大原則」の徹底 ―

説明動画 配信中

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・経営側の基本スタンス
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　「みんなでつくろう！賃上げがあたりまえの社会」をメインスローガンに、引き続き「未
来づくり春闘」を掲げた上で、2025年闘争を「動き始めた賃金、経済、物価を安定した巡航
軌道に乗せる年」と位置づけ、新たなステージの定着に向けて取り組むとしています。
　連合が目指すべき社会像として掲げる「働くことを軸とする安心社会」に向けては、格差
是正と分配構造の転換を進めるとした上で、①賃上げ、②働き方の改善、③政策・制度実現
の取組みを柱とする「人への投資」と月例賃金の改善に取り組むとしています。

　「底上げ」を柱に「格差是正」「底支え」に分けて「水準の指標」の目安を示しています。
このうち「底上げ」では、「全体の賃上げの目安は、賃上げ分３％以上、定昇相当分（賃金
カーブ維持相当分）を含め５％以上」と、2024年闘争方針と同じ要求水準を目安としながら、
「その実現をめざす」との文言を盛り込み、実現へのこだわりを強めた表現としています。
　中小組合（組合員数300人未満）に対しては、「底上げ」で掲げた「５％以上」（賃金要
求指標パッケージの目標値）に格差是正分１％以上を加えた「18,000円以上・６％以上」と
する目安を示しています。前年の「15,000円以上」と比べて額で3,000円引き上げたことに加
え、率（６％以上）による目安も掲げています。

連合の「2025春季生活闘争方針」の基本スタンス
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県内企業の2024年冬季賞与・一時金支給結果［単純平均］

2024年冬季賞与・一時金支給結果〈最終集計〉

調査報告調査報告

（社）
業　　　　種

食 料 品 ・ 飲 料
繊 維
木 材・パルプ・紙
印 刷
化 学
プラスチック・ゴム
鉄 鋼・非 鉄 金 属
金 属 製 品
汎用・生産機械器具
電子・電気機械器具
輸送用機械器具
そ の 他 製 造 業
建 設
電 気 ・ ガ ス
情 報 通 信
運 輸
卸 ・ 小 売
金 融 ・ 保 険
宿泊・飲食・生活関連
学術・専門・技術サービス
教 育・医療・福祉
その他非製造業

総 平 均

製 造 業 平 均

非 製 造 業 平 均

前年同期比
支給額
2023年 冬季社数

支給額　　　
2024年 冬季

2
3
4
2
20
9
6
10
17
8
5
6
16
2
13
15
23
5
4
7
2
9

188

92

96

　富山経協は12月26日、「2024冬季賞与・一
時金支給結果（単純平均・最終集計）」をまと
めた。集計可能な188社の支給額平均は543,105
円で、今回回答のあった企業の前年同期の支
給額平均（545,048円）と比べると、金額で
1,943円減少（前回20,026円増、前々回27,438円
増）と、微減の結果となった。

　業種別では、製造業は前年同期比1.53％減少

円となった。
　製造業では12業種中８業種で増加し、繊維
が10.50％、木材・パルプ・紙、金属製品が
9.01%増加となった反面、汎用・生産機械器具
は11.83%減少となった。
　非製造業では10業種中６業種で増加し、建
設が5.49%、情報通信が4.63％、電気・ガスが
3.35%増加となった反面、宿泊・飲食・生活関
連が11.75%減少となった。

（％） （円）  （円）

業種別前年比増減率

（注）

1.81%

10.50%
9.01%

1.14%

△5.42%

△1.18%

8.36%

5.49% 4.63%

1.26%0.07%

9.01%

4.43%
3.35%

△1.07%
△1.51%

3.11%

△11.75%

1.66%

△5.37%

△11.44%

〔最終集計̶2024年12月26日〕 （一社）富山県経営者協会

県内 188社 単純平均543,105円　
　　　　　　前年比0.36％減少 ―微減

 543,105 
（627,590）
 548,353 
（625,734）
 538,076 
（631,002）

545,048
（611,065）
556,894

（607,927）
533,696

（616,886）

△0.36%
   （2.70%）
△1.53%
   （2.93%）
    0.82%
   （2.29%）

△11.83%

479,453 
349,575 
491,435 
427,215 
633,919 
451,441 
603,956 
526,274 
513,104 
571,194 
631,809 
590,242 
647,659 
602,252 
579,639 
387,522 
492,777 
699,847 
320,647 
579,643 
844,078 
542,082 

470,933 
316,357 

 450,822 
 422,395 
 633,497 
 477,313 
 681,978 
 482,765 
 581,931 
 577,994 
 604,982 
 544,703 
 613,929 
 582,732 
 554,002 
 391,696 
 500,349 
 678,767 
 363,325 
 570,187 
 833,595 
 572,816 

 1.81%
 10.50%
 9.01%
 1.14%
 0.07%

 △5.42%
 △11.44%
 9.01%

 △11.83%
 △1.18%
 4.43%
 8.36%
 5.49%
 3.35%
 4.63%

 △1.07%
 △1.51%
 3.11%

 △11.75%
 1.66%
 1.26%

 △5.37%①調査対象455社のうち、集計可能な回答のあった188社の
　数値である。    
②「2023年冬季支給額」は、今回「2024年冬季支給額」の
　回答があった企業の数値である。   
③平均欄の上段は一社当たりの単純平均、下段の（   ）内は
　一人当たりの加重平均である。   

出典：（一社）日本経済団体連合会「2025年版経営労働政策特別委員会報告」（編集：富山経協）

（ 賃金の要求内容 ）

連合の賃金要求に対する経団連の見解

2023年  春季労使交渉・協議2025年  春季労使交渉・協議

連合の方針に対する考え方

　「賃上げ分３％以上、定昇相当分を含め５％以上」と2024年の要求水準を維持した点は、労働運
動として一定程度の理解ができます。
　一方で、「18,000円以上・６％以上」とする中小組合の要求水準は、極めて高い水準といわざるを
得ません。チャレンジングな目標を掲げて、その実現に向けて労使が全力で取り組むことに全く異
論はありませんが、その目標は、建設的で健全な労使関係・労使交渉の促進に資する水準である必
要があります。

　連合の闘争方針を踏まえ、主要な産業別労働組合が２月中旬までに統一要求項目等を機関決定し
ます。その後、大手を中心に多くの企業別労働組合が２月中を目途に要求書を企業へ提出。３月中
旬以降の回答指定日に向けて、各企業において今年の春季労使交渉が本格的に始まります。

　連合の問題意識や認識の多くは、経団連と基本的に一致しています。
　基本認識を念頭に置きながら、今年の春季労使交渉・協議が建設的で有益なものとなるよう、真
摯に議論を重ねていくことが望まれます。

の548,353円、非製造業は同0.82％増加の538,076
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所在地
資本金
事業内容

従業員数
売上高
事業所

Ｕ Ｒ Ｌ

1977（昭和52）年10月
富山市稲荷元町1丁目1番11号
3,000万円
管工事、電気工事、消防施設工事、建
築工事、設備メンテナンス、運転管理、
太陽光発電システム設計・施工ほか
270名（2024年４月現在）
約80億円（2024年３月期）
富山支店、高岡営業所、金沢支店、福
井営業所、新潟支店
https://www.nikku-hokuriku.co.jp/

会社概要

1961年11月生まれ。
石川県出身。1982年
㈱日本空調北陸に入
社し、金沢営業所長、
開発営業部長、2013
年執行役員ソリュー
ション営業部石川部
長兼エコ事業部長、
取締役、常務を歴任
し、2022年５月から
代表取締役社長。

株式会社日本空調北陸

1977年10月の設立以来、空調設
備サービス、太陽光発電事業など
で業績を伸ばしていらっしゃいま
す。会社の概要をお伺いします。
　エアコンがまだ普及していない
時代に、空調設備の保守管理、冷
暖房工事の設計施工を手がける日
本空調サービス㈱の富山営業所が
分離独立して誕生しました。北陸
と新潟の４県で営業しています。
　空調の点検や修理を行う「メン
テナンス」、大きな病院などに常

駐して設備の作動状態を監視・点
検する「運転管理」、建物設備の設
計・施工や老朽設備の改修を行う
「建設・デザイン」の３部門で、建
物をゆりかごから墓場までトータ
ルでサポートしています。
2050年までのカーボンニュート
ラル実現に向けクリーンエネルギ
ーが注目される中、太陽光発電事
業はいかがですか。
　創業当初から“きれいにしよう
日本の空を”をキャッチコピーに

掲げてきたのは、先見の明があっ
たと思います。2009年に「エコ事
業部」を立ち上げ、住宅の屋根へ
太陽光発電を設置する事業に乗り
出しました。2012年にＦＩＴ（固
定価格買取制度）が始まると、メ
ガソーラー建設バブルがおき、当
社も昨年度時点で売上げが４倍に
まで急成長しました。自社でも県
内５カ所にメガソーラーを建設し、
地域にクリーンエネルギーを供給
しています。
　近年は電気代の上昇に伴い、コ
スト削減とＣＯ2削減につながる
太陽光発電への需要が高まり、施
工が増えています。
売上げの比率はどのくらいですか。
　太陽光発電のエコ事業部が30％
を占め、空調設備のメンテナンス
が20％、運転管理が20％、そして
建設・デザインが30％の割合です。
今48期は売上高80億円を見込み、
50周年となる再来年は100億円を
目標にしています。将来的には北
陸４県での年間売上げを300億円
に拡大し、北陸ナンバーワンの建
築設備総合エンジニアリング会社
を目指します。

人材の確保においては売り手市場
が続いています。
　事業拡大にあたり人員が必要で
す。人材の確保と定着のため、物
心両面の支援を充実させています。
　人づくりは一番重要で、入社３
～４年目を対象にしたリーダー研
修を昨年から始めました。現場に
は若い社員が多く、初めての仕事
が次々と出てくるとプレッシャー
がかかります。その社員をサポー
トしながら育てるリーダーが一番
大変で、力をつけながらさらにス
キルアップできるよう教育体制の

構築に力を入れています。私も講
師となって講義します。社員との
距離が近くなるよう、コミュニケ
ーションを大切にしています。
女性の登用はどうなっていますか。
　かつては男性ばかりだった建設
現場に女性が増えてきました。現
在、女性の現場監督が９人います。
また、４月に入社する新入社員の
半分は女性です。トイレ問題を解
消するため、現場の女性用トイレ
は格段にきれいなものになってい
ます。
　建築現場はコミュニケーション
が大切なので、女性と男性をバラ
ンスよく配置して、協調性のある
現場づくりを考えています。
日本トップクラスの福利厚生を整
えていらっしゃるそうですね。
　一番の目玉として、海外・国内
のプランから選べる旅行の費用全
額を会社が負担します。コロナ禍
を除いて20年以上にわたって毎年、
実施しており、国内旅行の場合は
家族分も会社が負担します。
　ボーナスも年３回満額支給を40
年以上続けています。スポーツカ
ーの日産ＧＴＲニスモの社員貸し
出しもあり、車好きにはたまらな
い車に乗ることができます。
　昨年竣工した別館新社屋は、社
員の心身の健康維持や交流を促す
機能を充実させました。屋上では

バーベキューや、花火大会の日に
はビアガーデンにして見物できま
す。多目的に使えるレクリエーシ
ョンフロアには、社員からの要望
を取り入れてランニングマシンや
筋トレマシン、マッサーッジチェ
アを設置し、昼休みなどに活用さ
れています。180インチの巨大デ
ィスプレーのある会議室は毎月の
全社営業会議で使うほか、シアタ
ールームとして好きな映画を楽し
むことができます。
手厚い施策です。
　物価高騰に対して2023年１月に
インフレ手当５万円を全社員に支
給したところ、いくつかのニュー
ス番組で全国に放送されました。
そのときは、北海道から九州まで
各地から就職の応募があり、採用
につながりました。
　入社３年以内の離職率は全国平
均で約37％と言われますが、当社
は数％にとどまっています。社員
の平均年齢は35.1歳と若く、産休・
育休を取得した女性社員の復帰率
は100％、男性社員も育休を取得
しています。
　年初には全社員が集まる「新春
の集い」を毎年、開いています。
若い社員には仕事だけでなく、仲
間意識を築けるよう、立山登山や
天体観測のクラブ活動なども支援
しています。社員を大切にする社

員ファーストの会社であることを
採用活動でもアピールしています。

今後の展望をお聞かせください。
　ニーズが高まっている太陽光発
電の設置から修理、改修など、す
べてできることをＰＲし、既存設
備も新しい機械へ入れ替えること
で省エネ性能が向上してＣＯ2の
削減につながるメリットを伝え、
カーボンニュートラルの実現に貢
献しながら、北陸での売上げナン
バーワンを目指します。
　富山市とインドネシアのバリ州
との都市間連携事業に2018年度か
ら参加し、現地で低炭素都市モデ
ルの実現に向け調査を行っていま
す。太陽光発電の導入でＣＯ2を
削減し、当社のキャッチコピー“き
れいにしよう日本の空を”から、
“世界の空”をめざして、持続可能
な脱炭素社会づくりへ貢献します。
座右の銘を教えてください。
　先義後利が大事だと思います。
良いことをすれば良いことが返っ
てくる因果の法則のように、先に
お客様や社員に義や利益を与え、
後から利益がこちらに入ってくる。
利益ばかりを追いかけていたら誰
もついてきません。道徳を重んじ
て初めて会社の利益がもたらされ
るものと思います。

略　歴

年１回、全社員が一堂に会する「新春の集い」（2025年１月17日）

株式会社日本空調北陸
代表取締役社長　

西  川  博 志　氏

― 物心両面で環境整備 ―

― ＳＤＧｓの取組みを推進 ―

脱炭素社会の実現に貢献
社員ファーストの福利厚生充実
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　エアコンがまだ普及していない
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略　歴

年１回、全社員が一堂に会する「新春の集い」（2025年１月17日）

株式会社日本空調北陸
代表取締役社長　

西  川  博 志　氏

― 物心両面で環境整備 ―

― ＳＤＧｓの取組みを推進 ―

脱炭素社会の実現に貢献
社員ファーストの福利厚生充実
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育児・介護休業法 改正ポイントについて

障害者雇用促進法　除外率の引き下げについて

人事労務管理INFORMATION

「人事・労務出前相談室」のご案内　＜初回無料＞

　

会員企業の皆さまを対象とした、人事・労務に関する出前相談を、初回無料でお受けいたします。

■ 担　　当　社会保険労務士 島崎裕美子 氏（島崎裕美子社会保険労務士事務所）
■ 実施場所　会員企業事務所　※富山経協事務所内でのご相談をご希望の方は申し出て下さい。
■ 相談時間　１時間30分以内
■ 料　　金　初回無料
■ 申込方法　①当協会ホームページトップページ「お知らせ」に掲載の「相談申込書」をダウンロード後、
                     相談内容を記載頂き、ＦＡＸまたはＥメール（roumu-soudan@toyama-keikyo.jp）で
　　　　　　　お申し込み下さい。
　　　　　　 ②希望相談日については、「申込日」の1カ月後から日付でお願いします。また、第三希望ま
　　　　　　　でご記入下さい。
■ お問合せ先　 （一社）富山県経営者協会 （竹内・安田）　TEL．076-441-9588

　男女とも仕事と育児・介護を両立できるように、育児期の柔軟な働き方を実現するための措置の拡充や、介
護離職防止のための雇用環境整備、個別周知・意向確認の義務化など、2024年５月に「育児・介護休業法」及
び「次世代育成支援対策推進法」改正が公布され、2025年４月１日から段階的に施行されます。

①～⑨  ：  2025年４月１日～施行

⑩ ・ ⑪  ： 2025年10月１日～施行

⑨ 介護のためのテレワーク
　 導入

・妊娠・出産等の申出時と子が３歳になる前の
　個別の意向聴取
・聴取した労働者の意向についての配慮

項　　目 改   正   内   容 事業主の対応

＜義務＞
就業規則等の見直し

＜義務＞
就業規則等の見直し

選択する場合は就業
規則等の見直し

＜努力義務＞
就業規則等の見直し

＜義務＞

労使協定を締結してい
る場合は就業規則等の
見直し

＜義務＞

＜義務＞

＜努力義務＞
就業規則等の見直し

＜義務＞
就業規則等の見直し

＜義務＞

　詳しくは、厚生労働省ホームページより、リーフレット
「育児・介護休業法改正のポイントのご案内」をご覧ください。

https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/001259367.pdf

　障害者雇用促進法における除外率制度とは、雇用する労働者数を計算する際に、除外率に相当する労働者数を
控除する制度です。
　2025年４月１日から、この除外率が除外率設定業種ごとにそれぞれ10ポイント引き下げられ、以下のように変
わります。（現在除外率が10％以下の業種については、除外率制度の対象外となります。）

除外率設定業種及び除外率 （ 2025年４月～ ）

非鉄金属第一次製錬・精製業、貨物運送取扱業（集配利用運送業を除く）
建設業、鉄鋼業、道路貨物運送業、郵便業（信書便事業を含む）
港湾運送業、警備業
鉄道業、医療業、高等教育機関、介護老人保健施設、介護医療院
林業（狩猟業を除く）
金属鉱業、児童福祉事業
特別支援学校（専ら視覚障害者に対する教育を行う学校を除く）
石炭・亜炭鉱業
道路旅客運送業、小学校
幼稚園、幼保連携型認定こども園
船員等による船舶運航等の事業

５％

１０％

１５％

２０％

２５％

３０％

３５％

４０％

４５％

５０％

７０％

（出典：厚生労働省 労働局・ハローワーク リーフレットより）

・対象となる子の範囲の拡大
・取得事由の拡大
・労使協定による継続雇用期間６か月未満除外
　規定の廃止

・請求可能となる労働者の範囲の拡大

・代替措置のメニューを追加

・３歳未満の子を養育する労働者がテレワーク
　を選択できるように措置を講ずること

・公表義務の対象となる企業の拡大
　（従業員数1,000人超 → 300人超へ）

・労使協定による継続雇用期間６か月未満除外
　規定の廃止

・介護休業や介護両立支援制度等の申出が円滑
　に行われるようにするため、事業主が講じな
　ければならない措置を設けること

・介護に直面した旨の申出をした労働者に対す
　る個別の周知・意向確認
・介護に直面する前の早い段階（40歳等）での
　情報提供

・要介護状態の対象家族を介護する労働者がテ
　レワークを選択できるように措置を講ずること

・育児期の柔軟な働き方を実現するための措置
・柔軟な働き方を実現するための措置の個別の
　周知・意向確認

① 子の看護休暇の見直し

② 所定外労働の制限（残業
　 免除）の対象拡大

③ 短時間勤務制度（３歳未
　 満）の代替措置にテレワ
　 ーク追加

④ 育児のためのテレワーク
　 導入

⑤ 育児休業取得状況の公表
　 義務適用拡大

⑥ 介護休暇を取得できる労
　 働者の要件緩和

⑦ 介護離職防止のための雇
 　用環境整備

⑧ 介護離職防止のための個
　 別の周知・意向確認等

⑪ 仕事と育児の両立に関す
　 る個別の意向聴取・配慮

⑩ 柔軟な働き方を実現する
    ための措置等

除　外　率　設　定　業　種 除 外 率
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　 免除）の対象拡大

③ 短時間勤務制度（３歳未
　 満）の代替措置にテレワ
　 ーク追加

④ 育児のためのテレワーク
　 導入

⑤ 育児休業取得状況の公表
　 義務適用拡大

⑥ 介護休暇を取得できる労
　 働者の要件緩和

⑦ 介護離職防止のための雇
 　用環境整備

⑧ 介護離職防止のための個
　 別の周知・意向確認等
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⑩ 柔軟な働き方を実現する
    ための措置等
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■定例委員会
　12月13日（金）、定例委員会に合
わせ勉強会を富山経協・研修室に
て、品川委員長はじめ20名が出席
して開催した。
　第一部の定例委員会は品川委員
長の挨拶後、事業実施報告として
事務局より定例委員会の活動内容
及び講座・セミナーの受講状況に
ついて説明した。次に2025年度に
ついて、定例委員会は委員会活動

に関するアンケート結果を参考に
した勉強会、見学会の活動をする
ことや、講座・セミナーなどにつ
いて審議を行い、承認された。最
後に2024年度研究部会活動のテー
マ「人的資本経営における人材マ
ネジメント」について、佐藤部会
長より各社に参考となる成果をま
とめた報告があった。
　第二部の勉強会は「シニア層に
よる組織活性化とキャリア開発」

と題して（公財）日本生産性本部主
任経営コンサルタントの東狐貴一
氏を講師に開催。グループワーク
では活発な意見交換がなされた。

教育委員会

委員会活動

■定例委員会
　12月12日（木）、定例委員会に合
わせ、（一社）富山県機電工業会の
環境委員会と共催で事例発表会を
富山経協・研修室で開催した。
　第Ⅰ部の「事例発表会」では、小
田委員長はじめ当協会と機電工業
会の委員合わせて30名の出席に加
え、オンラインで41名が参加し
た。「佐藤鉄工㈱の環境への取り
組みと製品の紹介」をテーマに佐
藤鉄工㈱環境・エネルギー部部
長 砂原直樹氏が、「サステナブル
なモノづくり：伝統木工技術と自

然エネルギーの可能性」をテーマ
に㈱タニハタ代表取締役社長 谷
端信夫氏が、「コンプレッサーの
省エネに挑戦（空気圧系統の課題
発見）」をテーマにアイ・ディック
㈱代表取締役社長 吉﨑達也氏が、

「省エネへの取り組み」をテーマに
㈱内山精工製作課保全主任 堀田
淳氏が発表した。
　第Ⅱ部の「定例委員会」は小田委
員長はじめ委員18名が出席し、委
員長挨拶の後、2024年度事業活動
と今後の予定について報告した。
引き続き、2025年度の事業活動計

画（案）について審議し、定例委員
会では７月に「富山県との情報交
換」、12月に「事例発表会」を富山
県機電工業会と共催で継続実施す
ることなどを審議の上、承認を得
た。

環境委員会

講座・セミナー

■タイムマネジメント研修
　12月17日（火）、33名が参加して、
富山経協・研修室で開催した。
　講師の山本伸之（公財）日本生産
性本部経営コンサルタントは、非
効率な働き方を解消するための取
り組み方法や、社員一人一人がで
きるタイムマネジメントのポイン
トやヒント等について解説した。

「①タイムマネジメントが求めら

れる背景と重要性、②タイムマネ
ジメントの実効性を高める４ス
テップとポイント、③組織のムダ
を発見する際の５つの着眼点、④
部署の仕事を減らす３つの切り
口、⑤業務の特徴に応じたタイム
マネジメントを考える、⑥タイム
マネジメントに取り組む際の注意
点、⑦究極のタイムマネジメント
とは」について、グループワーク

を通じて体験的に学び、理解を深
めた。

共　　 通

富山経協：2025年2月号10

廣瀬中央会会長 山下会長

新田知事 牧田代表幹事

宮本商工連会長 庵会議所連会長

　１月６日（月）ＡＮＡクラウンプ
ラザホテル富山で、経済５団体
（当協会、富山県商工会議所連
合会、富山経済同友会、富山県
中小企業団体中央会、富山県商
工会連合会）による新春互礼会
を開催した。来賓に新田知事は
じめ各市町村長、金井北陸経済
連合会長、谷内財務省北陸財務
局富山財務事務所長、藤澤日本

銀行富山事務所長、山室富山県商
工労働部長をお迎えし、当協会か
らの210名を含め総勢430名が出席
した。
　最初に廣瀬中小企業団体中央会
会長が開会挨拶し、当協会の山下
会長が「物価高を上回る賃金上昇
には適正な価格転嫁が必要で、業
界ごとの状況に合わせた価格転嫁
を進めていかなければならない」

と新年の挨拶を行った。その後、
来賓を代表して新田知事より「県
内企業の持続可能な発展に向け、
企業の設備投資、生産性向上、賃
上げがスムーズに進むように取り
組んでいきたい」と祝辞を頂いた
　５団体のトップや首長、来賓が
ステージに上がり、牧田経済同友
会代表幹事の掛け声で鏡開きを行
い、宮本商工会連合会会長の乾杯
で懇談に入った。和やかな歓談の
後、庵商工会議所連合会会長が中
締めの挨拶を行い散会した。
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開　 催　 日事  　　　業  　　　名 場　　　所委員会名 参加人数

事業活動報告

環境委員会「事例発表会・定例委員会」

教育委員会「定例委員会」

新春互礼会

タイムマネジメント研修

現場の技術・技能伝承支援研修

ＣＳ顧客価値実現セミナー

企業倫理研修

品質管理入門講座＜実践編＞

環　　境

教　　育

教　　育

品質管理

教　　育

教　　育

品質管理

12月12日（木）

12月13日（金）

  1月 6日（月）

12月17日（火）

 

  1月16日（木）

  1月21日（火）

富山経協・研修室 　（OL）

富山経協・研修室 　（OL）

ＡＮＡクラウンプラザホテル富山

富山経協・研修室

富山経協・研修室 　（OL）

富山経協・研修室

富山経協・研修室

71名

20名

210名

33名

16名

16名

12名

23名

2024年12月12日～2025年2月10日 （OL）＝オンライン併用開催

12月17日（火）・18日（水）
  1月14日（火）・15日（水）
  2月  4日（火）

現場実習企業
インテック大山研修センター
富山経協・研修室

1月22（水）･28（火）･29（水）
2月 7日（金）



■定例委員会
　12月13日（金）、定例委員会に合
わせ勉強会を富山経協・研修室に
て、品川委員長はじめ20名が出席
して開催した。
　第一部の定例委員会は品川委員
長の挨拶後、事業実施報告として
事務局より定例委員会の活動内容
及び講座・セミナーの受講状況に
ついて説明した。次に2025年度に
ついて、定例委員会は委員会活動

に関するアンケート結果を参考に
した勉強会、見学会の活動をする
ことや、講座・セミナーなどにつ
いて審議を行い、承認された。最
後に2024年度研究部会活動のテー
マ「人的資本経営における人材マ
ネジメント」について、佐藤部会
長より各社に参考となる成果をま
とめた報告があった。
　第二部の勉強会は「シニア層に
よる組織活性化とキャリア開発」

と題して（公財）日本生産性本部主
任経営コンサルタントの東狐貴一
氏を講師に開催。グループワーク
では活発な意見交換がなされた。

教育委員会

委員会活動

■定例委員会
　12月12日（木）、定例委員会に合
わせ、（一社）富山県機電工業会の
環境委員会と共催で事例発表会を
富山経協・研修室で開催した。
　第Ⅰ部の「事例発表会」では、小
田委員長はじめ当協会と機電工業
会の委員合わせて30名の出席に加
え、オンラインで41名が参加し
た。「佐藤鉄工㈱の環境への取り
組みと製品の紹介」をテーマに佐
藤鉄工㈱環境・エネルギー部部
長 砂原直樹氏が、「サステナブル
なモノづくり：伝統木工技術と自

然エネルギーの可能性」をテーマ
に㈱タニハタ代表取締役社長 谷
端信夫氏が、「コンプレッサーの
省エネに挑戦（空気圧系統の課題
発見）」をテーマにアイ・ディック
㈱代表取締役社長 吉﨑達也氏が、

「省エネへの取り組み」をテーマに
㈱内山精工製作課保全主任 堀田
淳氏が発表した。
　第Ⅱ部の「定例委員会」は小田委
員長はじめ委員18名が出席し、委
員長挨拶の後、2024年度事業活動
と今後の予定について報告した。
引き続き、2025年度の事業活動計

画（案）について審議し、定例委員
会では７月に「富山県との情報交
換」、12月に「事例発表会」を富山
県機電工業会と共催で継続実施す
ることなどを審議の上、承認を得
た。

環境委員会

講座・セミナー

■タイムマネジメント研修
　12月17日（火）、33名が参加して、
富山経協・研修室で開催した。
　講師の山本伸之（公財）日本生産
性本部経営コンサルタントは、非
効率な働き方を解消するための取
り組み方法や、社員一人一人がで
きるタイムマネジメントのポイン
トやヒント等について解説した。

「①タイムマネジメントが求めら

れる背景と重要性、②タイムマネ
ジメントの実効性を高める４ス
テップとポイント、③組織のムダ
を発見する際の５つの着眼点、④
部署の仕事を減らす３つの切り
口、⑤業務の特徴に応じたタイム
マネジメントを考える、⑥タイム
マネジメントに取り組む際の注意
点、⑦究極のタイムマネジメント
とは」について、グループワーク

を通じて体験的に学び、理解を深
めた。

共　　 通

富山経協：2025年2月号10

廣瀬中央会会長 山下会長

新田知事 牧田代表幹事

宮本商工連会長 庵会議所連会長

　１月６日（月）ＡＮＡクラウンプ
ラザホテル富山で、経済５団体
（当協会、富山県商工会議所連
合会、富山経済同友会、富山県
中小企業団体中央会、富山県商
工会連合会）による新春互礼会
を開催した。来賓に新田知事は
じめ各市町村長、金井北陸経済
連合会長、谷内財務省北陸財務
局富山財務事務所長、藤澤日本

銀行富山事務所長、山室富山県商
工労働部長をお迎えし、当協会か
らの210名を含め総勢430名が出席
した。
　最初に廣瀬中小企業団体中央会
会長が開会挨拶し、当協会の山下
会長が「物価高を上回る賃金上昇
には適正な価格転嫁が必要で、業
界ごとの状況に合わせた価格転嫁
を進めていかなければならない」

と新年の挨拶を行った。その後、
来賓を代表して新田知事より「県
内企業の持続可能な発展に向け、
企業の設備投資、生産性向上、賃
上げがスムーズに進むように取り
組んでいきたい」と祝辞を頂いた
　５団体のトップや首長、来賓が
ステージに上がり、牧田経済同友
会代表幹事の掛け声で鏡開きを行
い、宮本商工会連合会会長の乾杯
で懇談に入った。和やかな歓談の
後、庵商工会議所連合会会長が中
締めの挨拶を行い散会した。

。

会 

議
会
員
交
流

講 

座 

・ 

セ 

ミ 

ナ 

ー

開　 催　 日事  　　　業  　　　名 場　　　所委員会名 参加人数

事業活動報告

環境委員会「事例発表会・定例委員会」

教育委員会「定例委員会」

新春互礼会

タイムマネジメント研修

現場の技術・技能伝承支援研修

ＣＳ顧客価値実現セミナー

企業倫理研修

品質管理入門講座＜実践編＞

環　　境

教　　育

教　　育

品質管理

教　　育

教　　育

品質管理

12月12日（木）

12月13日（金）

  1月 6日（月）

12月17日（火）

 

  1月16日（木）

  1月21日（火）

富山経協・研修室 　（OL）

富山経協・研修室 　（OL）

ＡＮＡクラウンプラザホテル富山

富山経協・研修室

富山経協・研修室 　（OL）

富山経協・研修室

富山経協・研修室

71名

20名

210名

33名

16名

16名

12名

23名

2024年12月12日～2025年2月10日 （OL）＝オンライン併用開催
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講座・セミナー

　本セミナーを受講以前に、ＣＳ
（カスタマーサティスファクショ
ン）という言葉自体は聞いたこと
があり、それが顧客満足のことを
指しているのは理解していました
が、その仕組みや考え方を正しく
理解しているわけではありません
でした。そこで、戦略的ＣＳの基
本的な考え方を学ぶことで実際の
業務に活かそうと考え、本セミ
ナーを受講しました。
　講義では、顧客満足の定義や種
類の基本的なことや、ＣＳを考え
る上で重要なドメイン（事業領域）
の考え方、「顧客満足・顧客価値」
の視点からの業務プロセスの見直

し方を、事例を交えながら分かり
やすく説明していただきました。
　その中でも顧客満足の向上に成
功した企業の事例は見習うべきと
ころが多くあり、印象に残りまし
た。紹介されたどの企業もお客様
を第一に考えることで、何をした
らもっと喜んで頂けるか、もっと
貢献できるかを日々考え続けてい
るのはもちろんのこと、業務時に
気づいたことはミーティング等で
すぐに共有し、業務改善につなげ
ていく行動力の高さに驚きまし
た。しかも、お客様に喜んでいた
だきたいという考えが全社員に統
一されていることで、お客様が期

待している以上の価値を提供し続
けることができるのだと感じまし
た。
　また、ドメインについての解説
時には、弊社のドメインを今一度
整理して書き出すことで、競合他
社と比較した強み（競争優位性）は
どの部分なのか、どんなことを求
めてお客様が業務を依頼してきて
いるのかを見直すことができまし
た。顧客満足向上を目指す上で、
どの部分をより意識していくべき
かを明確にできたと思います。
　今回のセミナーでは、ＣＳの基
本的な考え方を学ぶことができま
した。今後の業務では、お客様に
関心を持ち、お客様との関係性の
プロセスを大切にすることで、お
客様が求めていることを引き出
し、提案やサービス等の付加価値
の向上につなげていきたいと思い
ます。

「ＣＳ顧客価値実現セミナー」
を受講して

株式会社アイペック
社会基盤保全部 水口　颯也

■ＣＳ顧客価値実現セミナー 
　１月16日（木）、16名（会場９名、
オンライン７名）が参加して、富
山経協・研修室で開催した。
　講師の羽田野泰フォーワン取締
役は、正解がなく変化が激しいビ
ジネスの世界であらためて顧客志
向の経営が重要であり、そのため
には社員の主体的な行動がカギに
なり得るとした。あらゆる業務プ
ロセスを「顧客満足・顧客価値創

造」の視点から見直し、自律革新
型あるいは共創型組織開発に取り
組むことが、企業が継続的に発展
していくために必要不可欠であ
る。また、全てのビジネスはサー
ビス業であること、「全員がお客
様係＝全社員が営業マン」である
ことを事例を通して学び、顧客満
足ＣＳ・感動へ結びつく体験ＣＸ
を提供するために必要なことは何
か、顧客の問題解決に貢献しなが

ら全員で成果を上げ続けるチーム
・現場をつくるにはどうすれば良
いかなどについて理解を深めた。

■企業倫理研修
　１月21日（火）、12名が参加して、
富山経協・研修室で開催した。本
研修は、自社の企業倫理（コンプ
ライアンス）対策に役立てること
をねらいに企画した。
　講師の（公財）日本生産性本部経
営コンサルタント 山本伸之氏は、
なぜ企業の不祥事は起きるのか、

コンプライアンス違反の対処法と
違反しないための対策と準備、職
場のハラスメント防止の重要性と
その予防・防止策、ＣＳＲとコン
プライアンス経営などについて説
明した。その後、３グループに分
かれて、身近な事例やケース演習、
意見交換なども交えて、参加者同
士で理解を深め合った。

階層別研修

■品質管理入門講座＜実践編＞
　１月22日（水）から２月７日（金）
までの４日間の日程で、23名が参
加して、富山経協・研修室で開催
した。
　この講座は、品質管理の基本を
習得し職場での活用を目指す人を
対象に、ＱＣ七つ道具を利用した
グループディスカッションを中心
に模擬改善活動を通して、職場で
の活用方法を学ぶ「実践型プログ
ラム」となっている。

　講師に Office Ｑ＆Ｍ 代表 向川
博氏とＭ＆Ｐ研究所とやま所長 
竹村稔氏を招き、はじめに品質管
理概論や総合的品質管理、ＱＣ的
ものの見方・考え方等について講
義で学んだ後、１日目午後から最
終日の４日目までは主にグループ
ディスカッション形式で、ＱＣス
トーリーによる問題解決の手順に
沿って改善活動に取り組んだ。自
身の仕事や職場で問題となってい
る内容からテーマを選定し、現状

把握から要因解析、対策の立案ま
で、異業種交流をしながら問題解
決の進め方について実践的に学ん
だ。

■ 代表者の変更（窓口代表者）
株式会社ナチベアリング製造
　代表取締役　　　高田　和宏（前：植田博信）

■ 社名の変更
株式会社ＭＥＲＦ（前：黒谷株式会社）

　近年、働き方改革の推進やＳＮ
Ｓの普及等により、数十年前の入
社当時には問題にならなかったこ
とがコンプライアンス違反？また
はそうではない？等と議論した
り、「コンプライアンス」「ハラス
メント」という言葉が毎日のよう
に見聞きするようになり、会社に
おいても真摯に向き合う時代に
なってきています。私が企業倫理
研修を受講したのは、昨年４月に
内部統制を管轄する部署への社内
異動がきっかけとなりました。
　会社の内部統制をしっかり整え
ることで、コンプライアンスが強
化されるというイメージはありま
したが、そもそもゴールとなるコ

ンプライアンスの知識はあまりな
かったので、本研修でコンプライ
アンスに関する知識や対応法をし
っかりと学び、内部統制の更なる
構築に寄与したいと思いました。
　山本先生の講義の中では「固定
概念の盾を取り払う」とのお言葉
が印象に残りました。振り返れ
ば、私も周りの意見を聞かずに自
分の都合の良いようにゴールを想
定・設定し、業務を進めていたこ
ともありましたので、自分本位の
定型的な提案や取り組みとなって
しまっていたのではないかと反省
させられました。今後は盾を一旦
下ろし、良い情報も悪い情報もひ
とまず受け入れるように心掛ける

ことで、何でも言い合える風通し
の良い職場環境が作られ、コンプ
ライアンス違反の撲滅にも繋がる
のではないかと感じました。
　企業倫理には正解は無く、時代
や地域によって変化するものなの
で、討論の際には出た答えは全て
正解（いい答えを出そうとしない、
正解を言おうと思わない）とのア
ドバイスからグループワークが始
まり、緊張もなく素直な気持ちで
みなさんとディスカッションする
ことができました。異業種の方々
とのグループワークでは、自社で
も採用できそうな目新しい取り組
みや対策等を共有することがで
き、大変参考になりました。
　今回受講して学んだことを自部
署・会社全体へ展開し、会社全体
でコンプライアンス意識を高め、
絶対にコンプライアンス違反しな
い自分・組織風土作りに努めてい
きたいと思います。

「企業倫理研修」を受講して

北陸電機製造株式会社
品質保証部　品質管理室長 串田　勇生

会 員 の 動 き
（敬称略）

品 質 管 理
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出典：とやま統計ワールド「毎月勤労統計調査 地方調査月報」https://www.pref.toyama.jp/sections/1015/index2.html

労働時間の動き

■労働市場指標の推移 

出典：富山労働局「労働市場月報」https://jsite.mhlw.go.jp/toyama-roudoukyoku/jirei_toukei/shokugyou_shoukai/toukei.html

■賃金・労働時間の動き（調査産業計、事業所規模：５人以上）    
賃金の動き

有効求職者数（富山県）
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有効求人倍率（富山県）
　　 〃　　　（全　国）

2.00

1.50

1.00

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

（人） （倍）

（所定内給与）

（所定外給与）

（円）
248,000

246,000

244,000

242,000

240,000

238,000

236,000

20,000

18,000

16,000

14,000

（所定内労働時間）

（所定外労働時間）

（時間）

140.0

135.0

130.0

125.0

120.0

11.0

9.0

7.0

5.0

年　月
所定内
所定外

2023.11 12 2024.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

年　月
県求職者数
県求人数
県求人倍率
全国求人倍率

2023.12 2024.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

年　月
所定内
所定外

2023.11 12 2024.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

19,210

1.25

138.1

9.9

1.38

247,707

15,008
22,297
1.39
1.27

15,339
22,826
1.43
1.27

16,188
24,024
1.41
1.26

16,308
24,013
1.44
1.28

16,944
22,771
1.43
1.26

17,151
22,090
1.39
1.24

16,672
21,398
1.37
1.23

16,021
21,575
1.38
1.24

15,565
21,200
1.37
1.23

15,558
21,366
1.36
1.24

15,850
22,041
1.37
1.25

15,204
21,863
1.38
1.25

14,673
21,622
1.38
1.25

237,082
17,372

237,978
17,357

239,088
18,188

243,342
17,964

243,369
18,161

135.1
9.0

133.7
9.2

123.1
9.1

132.2
9.4

131.8
9.5

247,383
18,085

245,972
16,990

249,874
17,310

249,161
17,825

247,400
17,525

248,275
17,823

246,388
19,426

247,707
19,210

138.9
9.4

131.1
8.8

138.0
9.0

138.4
9.2

127.8
8.6

133.1
9.4

135.5
9.8

138.1
9.9

注）2023年12月以前の有効求人倍率の数値は新季節指数により改定されています。
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（土・日・祝日は休み）076－442－6900TEL

〒930-0857 富山市奥田新町8-1 ボルファートとやま10階
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人事部門の皆さまへ

▶ 詳しくはこちらまでお問合せください

表紙の花
アングレカム・セスキペダレ

（富山県中央植物園 園長 中田政司）

特徴的な花の形
　マダガスカル島に固有のランで、花は直径約
13㎝の六芒星形。緑色を帯びた白色で蠟のよう
な質感があります。特徴的なのは花弁の背面基
部から下に長く伸びた距（きょ）と呼ばれる器
官で、長いものでは30㎝を超え、先端（底）に
は蜜が溜まります。表紙の写真で、花の下に垂
れている２本の緑色の管状のものが距です。
　セスキペダレという名前は、ラテン語で「1.5
フィートの長さの」という意味で、花の上端か
ら距の先までが1.5フィート（約45cm）に達する
ことによります。昭和31年発行の『園藝大辞
典』には「アシナガフウラン」という和名がつ
いていて、当時はフウランの仲間と考えられて
いました。英語では星形の花にちなみ、「コメ
ット・オーキッド」と呼ばれていて、これを直
訳した「彗星蘭」という和名もありますが、ど
ちらの和名も全く使われていません。 

ダーウィンの予言
　花は夜になると強い香りを放ち、花粉を媒介
する蛾の一種を誘引します。進化論で有名なチ
ャールズ・ダーウィンは1862年にこの花を見て、
『蘭の受粉』という本の中に「マダガスカルに
は口吻（蜜を吸うためのストロー状の口）を10
～11インチ伸ばせる蛾がいるに違いない」とい
う予言を残しました。
　ダーウィンの死後1903年に、実際にマダガス
カルで口吻の長さが22.5㎝になるキサントパン
スズメガ（写真下：ウィキメディア・コモンズ、 
©Nesnad）という蛾が発見され、ダーウィンの
予言が正しかった事が証明されました。それ以
来、このランは「ダーウ
ィンのラン」と呼ばれ、
昆虫とランの進化に関す
る話題を提供しています。

▲

キサントパンスズメガ

産業雇用安定センターでは、「キャリア人材バンク」事業として
シニアの方の貴重なスキル・経験を求める企業に対し、
多様な働き方ができる人材をご紹介し再就職につなげます。
６０歳以上のシニアの方の再就職支援を行い、
富山県内の多くの企業・団体から採用をいただいています。　

シニア社員の採用を検討してみませんか！
６０歳以上のシニアの方を積極的に採用し、
豊富な経験と知識を持つシニア社員を活用している企業が増えています。

キャリア人材バンク

詳しい情報をご覧いただけます。
こちらの２次元バーコードより
アクセスください。

でさらに「産雇通信TOYAMA」

富山事務所
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注）2023年12月以前の有効求人倍率の数値は新季節指数により改定されています。

 ご利用時間／9：00～17：00 
（土・日・祝日は休み）076－442－6900TEL

〒930-0857 富山市奥田新町8-1 ボルファートとやま10階
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人事部門の皆さまへ

▶ 詳しくはこちらまでお問合せください

表紙の花
アングレカム・セスキペダレ

（富山県中央植物園 園長 中田政司）

特徴的な花の形
　マダガスカル島に固有のランで、花は直径約
13㎝の六芒星形。緑色を帯びた白色で蠟のよう
な質感があります。特徴的なのは花弁の背面基
部から下に長く伸びた距（きょ）と呼ばれる器
官で、長いものでは30㎝を超え、先端（底）に
は蜜が溜まります。表紙の写真で、花の下に垂
れている２本の緑色の管状のものが距です。
　セスキペダレという名前は、ラテン語で「1.5
フィートの長さの」という意味で、花の上端か
ら距の先までが1.5フィート（約45cm）に達する
ことによります。昭和31年発行の『園藝大辞
典』には「アシナガフウラン」という和名がつ
いていて、当時はフウランの仲間と考えられて
いました。英語では星形の花にちなみ、「コメ
ット・オーキッド」と呼ばれていて、これを直
訳した「彗星蘭」という和名もありますが、ど
ちらの和名も全く使われていません。 

ダーウィンの予言
　花は夜になると強い香りを放ち、花粉を媒介
する蛾の一種を誘引します。進化論で有名なチ
ャールズ・ダーウィンは1862年にこの花を見て、
『蘭の受粉』という本の中に「マダガスカルに
は口吻（蜜を吸うためのストロー状の口）を10
～11インチ伸ばせる蛾がいるに違いない」とい
う予言を残しました。
　ダーウィンの死後1903年に、実際にマダガス
カルで口吻の長さが22.5㎝になるキサントパン
スズメガ（写真下：ウィキメディア・コモンズ、 
©Nesnad）という蛾が発見され、ダーウィンの
予言が正しかった事が証明されました。それ以
来、このランは「ダーウ
ィンのラン」と呼ばれ、
昆虫とランの進化に関す
る話題を提供しています。

▲

キサントパンスズメガ

産業雇用安定センターでは、「キャリア人材バンク」事業として
シニアの方の貴重なスキル・経験を求める企業に対し、
多様な働き方ができる人材をご紹介し再就職につなげます。
６０歳以上のシニアの方の再就職支援を行い、
富山県内の多くの企業・団体から採用をいただいています。　

シニア社員の採用を検討してみませんか！
６０歳以上のシニアの方を積極的に採用し、
豊富な経験と知識を持つシニア社員を活用している企業が増えています。

キャリア人材バンク

詳しい情報をご覧いただけます。
こちらの２次元バーコードより
アクセスください。

でさらに「産雇通信TOYAMA」

富山事務所
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アングレカム・セスキペダレ（解説・14ページ）
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ＯＬ

ＯＬ

ＯＬ

 ２　2025年春季労使交渉にあたり
　　　　経営側の基本スタンス
 ４　連合の方針への見解
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　　　　2024年冬季賞与・一時金支給状況〈最終集計〉
 ６　Top Interview
　　　　日本空調北陸　西川博志社長
 ８　人事労務管理INFORMATION
10　事業活動報告
11　委員会活動
11　講座・セミナー
12　参加者NOTES
13　会員の動き
15　労働指標
16　おしらせ・事業予定

2月20日（木）

2月25日（火）

2月28日（金）

2月28日（金）

3月  7日（金）

3月  7日（金）

3月  7日（金）

2月14日（金）

2月18日（火）・19日（水）

2月21日（金）

2月27日（木）

3月 4日（火）・ 5日（水）

3月11日（火）

3月12日（水）

3月13日（木）

4月  3日（木）

4月10日（木）

4月15日（火）・16日（水）

14:00～16:30

14:00～17:00

11:00～13:20

16:45～17:30

15:00～16:10

16:30～19:10

17:35～17:45

13:30～15:30

 9:30～16:30

 9:00～17:30

13:30～16:00

 9:30～16:30

 9:30～16:30

 9:30～16:30

13:30～16:30

 9:30～16:40

 9:00～17:00

 9:30～16:30

品質管理委員会「定例委員会・勉強会」

人事･労務政策委員会「講演会・定例委員会」

教育委員会「企業見学会・定例委員会」

経営企画・ＩＴ委員会「定例委員会」

連合富山役員と富山経協役員との懇談会

幹事会

理事会

中小企業向け「ＢＣＰ研修」

職場リーダー実践コース

現場の技術・技能伝承支援研修

企業（組織）における情報セキュリティセミナー

ISO9001内部監査員養成講座

若手社員ステップアップコース＜Ａ日程＞

若手社員ステップアップコース＜Ｂ日程＞

改善セミナー（応用編）

新入社員合同研修　　　上記「おしらせ」参照

品質管理入門講座＜基礎編＞

営業力強化研修

品質管理

人事･労務政策

教　　育

経営企画･IT

環　　境

教　　育

品質管理

経営企画･IT

品質管理

教　　育

教　　育

教　　育

教　　育

品質管理

教　　育

富山経協・研修室

富山経協・研修室

土肥邸母屋

富山経協・研修室

富山電気ビル

富山電気ビル

富山電気ビル

オンライン開催 　 

富山経協・研修室

タワー111ビル スカイホール

富山経協・研修室 　 

富山経協・研修室

富山経協・研修室

富山経協・研修室

富山経協・研修室 　 

タワー111ビル スカイホール

富山経協・研修室

富山経協・研修室

（公財）日本生産性本部
　　　  主席経営コンサルタント
  ㈱コトノハ  代表
  島崎社会保険労務士事務所 所長
  金融広報アドバイザー
（一社）富山県経営者協会 副会長
　   　　　　   　  コーセル㈱ 相談役

林　　正和 氏

廣川奈美子 氏
島崎裕美子 氏
漆間　明子 氏

新入社員合同研修

おしらせおしらせ

場　所 ： タワー１11ビル ３階 スカイホール
　 　　　富山市牛島新町5-5　TEL（076）431-5698

対　象：新入社員（第２新卒社員含む）
受講料：会員 8,800円（税込）／会員外 17,600円（税込）

定　員：150名（先着順） 

講　師：

４月 3日（木） 

(昼食代、テキスト代を含む)

9:30～16:40

谷川　正人 氏

「社会人としての基本」と「企業人としての心構え」を学びます

日 時：
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